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おわりに
　不幸な戦争の時代を越えて、私たちの生きている時代があります。 かつ
て日本とアメリカの間で交換された人形たちも、けっして多くが残っている
わけではありませんが、きびしい時代を乗り越えて今に至っています。そし
て、どちらの国でも、人形の意義が見いだされるようになり、子どもたちの平
和学習などに活かされている例があります。また、全国各地で「青い目の人
形」や答礼人形の里帰りなども活発に行われ、新たな国際交流が進みつつ
あります。
　一方で、地球上から戦争のなくならない現実の中、国境を越えた友情と平
和を願った1920年代の人形交換のこころは、単に日本とアメリカの関係に
とどまらない、大切なものといえます。その意義を改めて振り返りたいもの
です。

武庫川女子大学アメリカ分校のひな祭り神領小学校の入学式
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は じ め に
　2010年は戦後65年の節目にあたる年
です。戦争体験の記憶が急速に薄れてき
ていますが、いまだに地球上から戦争がな
くならない現実を踏まえ、私たちはこれか
らも戦争の残酷さと平和の尊さを学び続
けなければならないでしょう。
　このプロジェクトでは、1920年代に行
われた日米両国間の友情と平和のための
人形の交換と、その後に続く戦争の時代
について紹介する展示を中心に、各種の
事業を展開します。特筆すべきなのは、文
化庁やノースウェスト芸術文化博物館（ア
メリカ合衆国ワシントン州）のご厚意によ
り、日本からアメリカに渡った人形「ミス徳
島」を約20年ぶりに里帰りさせることがで
きたことです。これを中心に、歴史の証人
というべき資料をご覧いただき、また、展
示解説やワークショップ等に参加いただく
ことで、平和を求めた人たちの思いや戦
争の残酷さについて理解を深め、私たち
の未来を拓くための糧としていただけれ
ば幸いです。
　プロジェクトの実施にあたり、文化庁、
ノースウェスト芸術文化博物館をはじめ、
多くの皆様のご指導、ご協力を賜りました
こと、心からお礼申し上げます。
　2010年7月

徳島平和ミュージアムプロジェクト実行委員会
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人形が結んだ友情
─「青い目の人形」と答礼人形
昭和初期の1920年代、日本とアメリカの間で行われた、
友情と平和の使者としての人形の交換について紹介します。
当時の人々が人形に託した思いに触れることができるでしょう。

海を渡った人形と戦争の時代

シドニー・ルイス・ギューリック（1860〜1945）
横浜人形の家提供　
太平洋のマーシャル諸島に生まれ、アメリカで活躍したキリ
スト教宣教師です。伝道のため、1888年（明治21）から25
年にわたり日本で過ごしました。
1913年（大正３）、アメリカに帰ったギューリックは、日本人
移民排斥運動の高まりに直面し、これを悲しみました。そし
て、日本に滞在していたとき、五月人形やひな祭りなどの人
形文化を知ったことから、人形を通じた両国の交流と相互
理解を考えました。これが「青い目の人形」と答礼人形の交
換につながっていったのです。
終生、日本に対する理解が深く、日本とアメリカの友好、日
本人移民の擁護に努めました。

Ｉ徳島平和

ミュージアム

プロジェクト
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「青い目の人形」が
やって来た

徳島平和ミュージアムプロジェクト

　1920年代、移民問題を中心として日本とアメリカの関
係が悪化していきました。その状況に胸を痛めた宣教師シ
ドニー・ルイス・ギューリック（1860〜1945）が中心とな
り、ひな祭りにあわせて日本へ人形を贈る計画がたてら
れました。全米48州から約12,000体の「青い目の人形」
が集められ、友情と平和の使者として日本に送り出されて
いったのです。
　日本で受け入れの中心となったのは、ギューリックと
親交のあった実業家・社会事業家の渋沢栄一（1840〜
1931）でした。1927年（昭和２）、到着した人形は盛大に
歓迎された後、全国の小学校や幼稚園に配られ、人気者
になりました。徳島県には約150体届けられましたが、現
在は、神山町神領小学校に１体残っているだけです。四国
の他県では、香川県、高知県にそれぞれ１体、愛媛県に５
体残っています。

海を渡った人形と戦争の時代

渋沢栄一（1840〜1931）
渋沢史料館提供　

「日本資本主義の父」といわれる実業家
として著名です。一方で、財産を社会に
還元し、教育や福祉など社会事業に力
を尽くしました。また、民間外交にも熱心
で、日本とアメリカの友好のため、ギュー
リックをパートナーとして活動しました。
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日本青年館で行われた盛大な人形歓迎式典（1927.3.3）　渋沢史料館提供

①武田英子氏の調査資料をもとに、仙台市歴史
民俗資料館、みやぎ青い目の人形を調査する会、
日本郷土玩具博物館が共同調査した成果にもと
づいて作成しました。
一部、答礼人形「ミス三重」の里帰りを実現させる
会『82年のときを刻んでー人形大使「ミス三重」』

（2009年）をもとに改変した部分があります。

②図中の数字は、現存数
配布数 を示しています。

③○付き数字は文部省関係で配布された個人所
蔵の人形の数を示しており、現在の所在地の現
存数に含めています。
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アナマ・ジュリー
（Annamae Julie)
三豊市吉祥院

ブルー（Blue)
旧宮窪町立四阪島小学校

ベティ・ジェーン（Betty Jane）
八幡浜市立神山小学校

フランセッタ（Ｆrancetta）
ノーマ（Norma）
西予市立俵津小学校
名前不詳
西予市立狩江小学校

エミリー・キャサリン（Emily Katherine）
室戸市立佐喜浜小学校

アリス・ジョンストン
（Alice Johnston）
神山町神領小学校

松山

高知

■四国の「青い目の人形」の分布
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徳島毎日新聞1927.3.21
左の写真は横浜に到着した人形の紹介。
右側の囲み内の記事は徳島に届いた人
形の展覧会の紹介。子ども向けの記事を
意識したのか、周囲の記事とは文体が異
なっています。展覧会が終了した3月22
日、人形交付式が行われ、学校や幼稚園
などに人形が配布されました。

「青い目の人形」アリス
神山町神領小学校所蔵（以下に掲載する
アリス関係資料はすべて同じ）
徳島県で知られている唯一の「青い目の
人形」です。贈り主は、ペンシルバニア州
の故アリス・ジョンストンでした。神山町の
人たちの熱心な取り組みにより、1991年

（平成３）に里帰りしたことがあります。
アリスは今も、子どもたちに親しまれていま
す。写真のセーラー服姿は、入学式、卒業
式に「参加」するときのスタイルです。

じんりょう

アリスが贈られて来た当時の神領小学校

アリスの収納箱
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アリスとともに届けられた服
今も多数保管されているうちの１点です。

贈り主への礼状（部分）

アリスのパスポート
左；外側、右：内側

徳島平和ミュージアム　　　プロジェクト5

02
アメリカへ旅立った
答礼人形

徳島平和ミュージアムプロジェクト

　「青い目の人形」の受け入れに尽力した渋沢栄一がまと
め役となり、お礼として日本人形（答礼人形）をアメリカの
各州に贈ることになりました。「青い目の人形」を受け取っ
た学校の子どもたちによる募金をもとに、日本代表、各府
県や大都市、植民地・租借地の代表として計58体が制作
されました。これらの人形は、クリスマスに間に合うようア
メリカへ旅立ち、大歓迎を受けました。１年間ほどアメリカ
各地で巡回展示が行われた後、各州に１体ずつ配られ、
博物館や美術館で保管されました。今回、1988年（昭和
63）以来、実に22年ぶりに里帰りをはたした「ミス徳島」
もそのうちの１体でした。なお、現存が確認されている答
礼人形は44体です。

海を渡った人形と戦争の時代

1927年に贈られた答礼人形は、58体。そのうち現存しているのが44体です。
詳細については次ページを参照してください。
上の図は、日本郷土玩具博物館作成のもの

（http://www.footandtoy.jp/returnsalute.html）をもとにしました。

ワシントンＤ.Ｃ.（1）　
アラバマ（1）
アリゾナ（1）
アーカンソー（1）
カリフォルニア（1）
コロラド（2）
コネチカット（1）
デラウェア（1）
ジョージア（1）
アイダホ（1）
インディアナ（1）
アイオワ（1）

カンザス（1）
ケンタッキー（1）
メーン（1）
メリーランド（1）
マサチューセッツ（3）
ミシガン（1）
ミズーリ（2）
モンタナ（2）
ネブラスカ（1）
ネバダ（1）
ニュージャージー（2）
ニューメキシコ（1）

ニューヨーク（1）
ノースカロライナ（1）
ノースダコタ（1）
オハイオ（3）
オレゴン（1）
ペンシルバニア（1）
サウスカロライナ（1）
サウスダコタ（1）
ワシントン（2）
ウィスコンシン（1）
ワイオミング（1）

カリフォ
ルニア

ネバダ

ワシントン

オレゴン

モンタナ

アイダホ

ユタ

アリゾナ

ワイオ
ミング

コロラド

ニュー
メキシコ

テキサス

ノース
ダコタ

サウス
ダコタ
ネプラ
スカ

カンザス

オクラ
ハマ

ミネソタ ウイス
コンシン

イリ
ノイ

ケンタッキー

テネシー

アラ
バマ

ミシ
ガン

インディ
アナ

ニューハンプシャー

ミシシ
ッピー

アイオワ

ミズーリ

アーカン
ソー

ルイジ
アナ

バーモンド
メーン

マサチュー
セッツ
ロード
アイランド
コネチカット

ニュー
ジャージー

デラウェア
メリーランド

ニュー
ヨーク

ペンシル
バニア

バー
ジニア

オハ
イオ
ウエスト
バージニア
ノースカロライナ

ジョー
ジア

サウス
カロナイナ

フロ
リダ

ワシントン
D.C

答礼人形ミス徳島
ノースウェスト芸術文化博物館所蔵・写真提供
所蔵先はアメリカ東部のワシントン州スポ
ケーン市にあります。

日本青年館で行われた盛大な人形送別会（1927.11.4）　渋沢史料館提供
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（高岡美知子氏の研究をもとに、答礼人形「ミス三重」の里帰りを実現させる会が作成したものを一部改変。）

チ
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徳島毎日新聞1927.9.24
6ページに掲載したミス徳島の写真と見比
べてみると、着物の柄が異なることが分か
ります。どうやら徳島から送り出された人形
と、現在のミス徳島は別物らしいのです。ア
メリカでの巡回展の過程で、人形と台座の
組み合わせが変わってしまったようです。現
在のミス徳島は、もとは岐阜県から贈られ
た人形だったとみられていますが、博物館
に納められてからずっと「ミス徳島」として保
管されてきたものです。

アメリカの雑誌 EVERYLAND（1928.2）
高岡美知子所蔵
人形を介した日本・アメリカ両国の子どもの
交流が表現されています。

サンフランシスコに到着した答礼人形
横浜人形の家提供
1927年（昭和２）、日本人学校である金門
学園のホールで歓迎式が行われました。

徳島毎日新聞1927.10.9
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戦時下のくらし

徳島平和ミュージアムプロジェクト

戦争のもと、政府により戦意高揚が図られたり、各種団体
による兵士への慰問や戦死者の遺族の援護などが行われ
たりしました。また、学校教育や子どもの遊びにも戦時色
が濃くなりました。「青い目の人形」は敵国のものとして扱
われ、多くが失われました。
　一方、戦争が長引き、人々の生活は苦しさを増しまし
た。働きざかりの若い男性の多くが戦場へ送られたため、
中学生や女性が労働力を補いました。農村や工場では生
産量が少なくなり、生活に必要な品物も不足しました。み
そ、しょうゆ、砂糖、米、衣服などは、切符との交換でしか
手に入らない配給制となりました。また、食糧不足のため、
多くの家庭では、米の代わりにアワ、ヒエ、サツマイモ、カ
ボチャなどが主食となりました。

海を渡った人形と戦争の時代

徳島平和ミュージアム　　　プロジェクト8

01
昭和初期のくらし

徳島平和ミュージアムプロジェクト

　日本とアメリカとの間で人形の交換が行われた昭和
初期は、きびしい時期でした。第１次世界大戦（1914〜
1918）の終結後からの慢性的な不況が続く中、1927年

（昭和２）には金融恐慌が起きました。1930年（昭和５）
には、前年にアメリカに始まった世界恐慌が日本に波及
し、産業や経済は深刻な状況になっていきました。
　こうした時期でしたから、人形の交換は明るい話題とし
て受け止められたことでしょう。またこの頃、映画や演劇
などが人々の楽しみとなっており、ラジオ放送やレコード
なども普及していきました。

海を渡った人形と戦争の時代

戦争とくらし
友情と平和のための人形交換から
ほどなく迎えた戦争の時代について紹介します。
人々の生活とのかかわりを中心に、戦争の苛酷さに触れることができるでしょう。

海を渡った人形と戦争の時代

Ⅱ徳島平和

ミュージアム

プロジェクト

眉山から撮影された1920年代初めの徳島市街（『東宮殿下行啓記念写真集』より）

昭和初期の家庭
徳島市史編さん室提供
蓄音機を囲んだ家族。絵本やおもちゃが見
られます。

徳島平和ミュージアム　　　プロジェクト9

02
戦場へ

徳島平和ミュージアムプロジェクト

　1930年代から足かけ15年に及ぶ長い戦争の時代を
迎えます。1931年（昭和６）、 日本は、満州事変により中
国との戦争を始め、やがて日中戦争として中国全土へ戦
いを広げていきました。また、人形の交換にこめられた平
和への願いはかなわず、1941年（昭和16）には、アメリ
カなどとも戦うことになり、アジア・太平洋にまたがる広大
な地域を戦場としました。一連の戦争はようやく1945年

（昭和20）、日本がアメリカなど連合国に降伏することに
よって終わりました。
　この間、徳島に設置された陸軍歩兵第43連隊や第
143連隊をはじめ、多くの兵士が戦場へ送られ、失われた
命もはかりしれません。また、徳島県内には軍事施設も建
設されましたが、完成しないうちに敗戦を迎えたものもあ
りました。

海を渡った人形と戦争の時代

陸軍歩兵第43連隊営門
徳島市史編さん室提供
第43連隊は、1925年（大正14）、現在
の徳島大学蔵本キャンパスの場所に設
置されました。

召集令状（複製）
徳島県立博物館所蔵
いわゆる「赤紙」。戦争が長期化すると、多
くの兵士が戦場へ送られるようになりまし
た。

へいたいさん双六
徳島県立博物館所蔵
1941年（昭和16）発行の小学生向け
雑誌の付録です。戦時色の強まりがうか
がえます。
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防空頭巾
徳島県立博物館所蔵
空襲があった場合に、落下物等から頭部
を保護するために使用された頭巾です。

灯火管制用電球及び笠
徳島県立博物館所蔵
政府は早くから空襲を受ける可能性を考
えており、防空知識の周知や灯火管制

（光が戸外に漏れないようにすること）を
実施しました。そして、1944年（昭和19）
には、実際にアメリカ軍の空襲が始まりま
した。

衣料切符
徳島県立博物館所蔵
配給制のもとで、衣料の分配のために用
いられた切符です。

十六地蔵（左）　鎮魂の銅鐸（右）
真光寺所蔵
日本全土への空襲が激しくなると、都市
部の学童を地方へ移住させる学童疎開
が行われるようになりました。徳島県で
も、西部や南部に大阪から多数の子ども
たちを迎えました。
そうした中で、1945年（昭和20）１月、つ
るぎ町貞光の真光寺に疎開していた大
阪市立南恩加島国民学校（現南恩加島
小学校）の児童29人のうち、16人が焼
死するという悲劇がありました。
十六地蔵は、犠牲者の冥福を祈って建て
られたもので、1946年（昭和21）に完成
しました。毎年、１月29日の命日には地域
を挙げて供養が行われています。
また銅鐸は、南恩加島小学校の児童が
鎮魂のために企画して制作されたもので
す。2003年（平成15）に完成し、同校に
設置されたのと同じものが真光寺に寄贈
されています。

みなみ お    か   じま
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　戦争の間、「青い目の人形」は敵国の人形として扱われ、多くが失われてしまいました。
それでも、「人形に罪はない」と考えた人たちによって密かに守られたものもありました。
今日知られている「青い目の人形」は、そうした歴史をくぐり抜けてきたものです。
また、アメリカに贈られた答礼人形も、市民の目に触れる所から隠されたり、
忌まわしく見られたりしたようです。そして、多くが忘れられてしまいました。
　そうした経緯を踏まえると、今に伝わる「青い目の人形」と答礼人形は、貴重な歴史の
証人といえるでしょう。

戦争と
人形たち

トピック

毎日新聞1943.2.19
横浜人形の家提供

「青い目の人形」が「敵」として危険視さ
れていたことを伝える新聞記事です。人
形が処分された例は多かったようです。
このような風潮があったので、人形を隠
し守ることがどんなに覚悟のいる危険な
ことだったかということがうかがえるでしょ
う。

アメリカの新聞　THE EVENING 
SUN BALTIMORE 1945.10.19
高岡美知子提供
戦後ほどなく、ミス広島について書かれた
記事。1941年（昭和16）の太平洋戦争
の開戦以後、人形の輝きが失われたか
のように見えたといい、不快感を示された
り、撤去を求められたりしたことがあったこ
とが知られます。相手国に対する感情が
人形に投影されていたのです。
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04
1945年７月４日
─徳島が焼きつくされた日

徳島平和ミュージアムプロジェクト

　戦況がきびしくなる中、1944年（昭和19）の末頃から
日本本土は、アメリカ軍の空襲を受けるようになりました。
1945年（昭和20）には、東京や名古屋、大阪などの大都
市や地方都市への大規模な爆撃が行われ、多くの被害が
ありました。
　同年７月４日未明には、アメリカ軍のB29爆撃機約130
機による徳島市街地の空襲がありました。街は大量の焼
夷弾で焼かれ、約60％が焼け野原になってしまいました。
被害者の数は正確には分かりませんが、死者約1,000
人、負傷者約2,000人、被災者約70,000人とみられて
います。そして、徳島市の人口は空襲前の約60％程度に
なったといわれています。

海を渡った人形と戦争の時代

眉山から撮影された空襲後の徳島市街（『写真集・徳島大空襲』より）

アメリカ軍が撮影した徳島市街（1945.3.24）
徳島県立文書館提供
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アメリカ軍が撮影した徳島市街（1945.7.5）
徳島県立文書館提供

Tactical Mission Report
（作戦任務報告書）
原本　アメリカ国立公文書館所蔵
アメリカ軍の報告書。徳島大空襲の実
態が詳細に記録されている重要な資料
です。

空襲の被災遺物
徳島県立博物館所蔵
徳島市街の工事現場で出土したもので
す。空襲による火災の高熱により、ガラス
や焼物の釉薬（うわぐすり）が溶け、変形
したり、固着したりしています。

ゆうやく


